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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月28日(2021.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
（実施例１）
　以下のようにして、図３に示したような石英ガラスるつぼ１３０を作製した。失透容易
層２１の形成のための原料粉（原料粉Ａ）として、Ａｌをドープした粒径５０～５００μ
ｍの天然石英粉からなる原料粉を準備した。Ａｌをドープする前の原料粉（ベース原料粉
）は、石英ガラスとした後に１６００℃で２４時間加熱した場合、失透斑点数が１３個／
ｃｍ３となる原料粉であった。このベース原料粉にＡｌをドープすることにより、Ａｌド
ープ原料粉を石英ガラスとした後に１６００℃で２４時間加熱した場合の失透斑点数が５
０個／ｃｍ３以上７０個／ｃｍ３以下となるように、ドープ量を調整した。
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